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第15回通常総代会開催【本所 大ホール】
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議長を務める中野総代と寺山総代

展示会の様子

感謝状を受ける経営譲渡者

第
15
回
通
常
総
代
会
開
催

春
の
農
機
具
・
部
品
・

�

中
古
車
展
示
会
開
催

4
月
9
日
、本
所
大
ホ
ー
ル
で
第
15

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
経
営
譲
渡
者
へ

の
感
謝
状
の
贈
呈
と
新
規
就
農
者
へ

の
激
励
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
営
譲
渡
者
の
中
で
出
席
し
た
上
田

順
一
さ
ん
、川
原
博
志
さ
ん
、岡
野
喜

代
治
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、新
規
就
農
者
の
中
で

出
席
し
た
稲
村
政
崇
さ
ん
、竹
田
伸

也
さ
ん
、湯
浅
洋
祐
さ
ん
、森
本
篤
史

さ
ん
、大
村
悠
太
さ
ん
、鳴
神
弘
雅
さ

ん
に
は
、激
励
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

本
総
代
会
で
は
議
長
と
し
て
、当

別
地
区
の
中
野
芳
治
総
代
と
浜
益
地

区
の
寺
山
広
司
総
代
を
選
出
し
、議

案
は
第
1
号
か
ら
第
7
号
ま
で
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、特
別
決
議
の「
T
P
P
等
国

際
貿
易
交
渉
か
ら
北
海
道
を
守
り
抜

く
」
決
議
に
つ
い
て
は
、満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
、本
総
代
会
は
終
了
致
し

ま
し
た
。

決
算
報
告

平
成
25
年
度
貸
借
対
照
表
、損
益

計
算
書
、お
よ
び
注
記
表
並
び
に

全
国
監
査
機
構
の
監
査
お
よ
び
監

4
月
11
日
、12
日
の
2
日
間
、
本

所
購
買
事
務
所
前
に
て
、春
の
農
機

具
・
部
品
・
中
古
車
展
示
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
農
機
具
、中
古
車

の
他
、
各
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
、
小

農
機
、
仏
壇
、
墓
石
な
ど
の
展
示
販

売
が
行
わ
れ
、組
合
員
な
ど
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

展
示
会
で
は
、本
所
農
業
会
館
が
築

50
周
年
を
迎
え
た
事
を
記
念
し
、来

場
者
に
は
当
別
産
の
小
麦「
き
た
ほ

な
み
」
を
使
用
し
た
う
ど
ん
を
無
料

で
振
る
舞
い
ま
し
た
。
2
日
間
合

計
で
3
0
0
食
分
を
提
供
し
、こ
ち

ら
の
コ
ー
ナ
ー
も
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

事
の
監
査
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
1
号

平
成
25
年
度
事
業
報
告
、剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に

つ
い
て

議
案
第
3
号

賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て

議
案
第
4
号

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
7
号

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

報
告
事
項
1

労
働
保
険
事
務
組
合
の
平
成
25
年

度
徴
収
、納
付
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

特
別
決
議

「
T
P
P
等
国
際
貿
易
交
渉
か
ら

北
海
道
を
守
り
抜
く
」
決
議（
案
）

に
つ
い
て
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講演する渡辺和義氏

講演する柴田調整係長

4
月
4
日
、本
所
大
ホ
ー
ル
に
て
、

良
品
質
米
麦
生
産
に
向
け
た
栽
培
講

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
段
の

小
麦
の
講
習
会
で
は
、石
狩
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
辻
専
門
技
術
普

及
員
を
講
師
に
迎
え
、緑
肥
作
物
導

入
に
よ
る
施
肥
対
応
、土
作
り
対
策
、

ゆ
め
ち
か
ら
の
栽
培
に
つ
い
て
講
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
稲
の
部
で
は
、

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
農
業

振
興
部
専
門
指
導
員
の
渡
辺
和
義
氏

を
迎
え
、こ
れ
か
ら
の
稲
作
経
営
を

テ
ー
マ
に
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、小
麦
の
部
に
引
き
続
き
、辻
専

門
技
術
普
及
員
か
ら
平
成
26
年
度
の

水
稲
栽
培
に
向
け
て
講
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

4
月
10
日
に
は
、本
所
大
ホ
ー
ル

で
良
品
質
豆
類
生
産
に
向
け
た
栽
培

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
に
は
、石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
よ
り
柴
田
調
整
係
長
、辻
専
門

技
術
普
及
員
、当
J
A
大
居
主
任
技

師
の
3
名
を
迎
え
ま
し
た
。
辻
専
門

技
術
普
及
員
か
ら
は
大
豆
狭
畦
栽
培

に
つ
い
て
、柴
田
調
整
係
長
か
ら
は

小
豆
収
量
確
保
対
策
に
つ
い
て
、大

居
主
任
技
師
か
ら
は
農
薬
の
使
用
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
習
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
会
に
参
加
し
た

生
産
者
は
、真
剣
な
表
情
で
講
習
を

聞
き
、今
年
度
の
栽
培
に
向
け
て
準

備
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

良
品
質
農
産
物
生
産
に
向
け
た

�

各
種
栽
培
講
習
会
開
催

講演する辻専門技術普及員

札幌駅前地下歩行区間でのＰＲ販売の様子

3
月
31
日
、水
稲
直
播
の
講
習
会

が
本
所
第
2
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
　
　

石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

辻
専
門
技
術
普
及
員
よ
り
、直
播
品

種「
ほ
し
ま
る
」
の
紹
介
や
、昨
年
の

当
別
町
直
播
施
肥
試
験
結
果
の
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、実
際
に
直
播
栽
培
を
行
っ

て
い
る
稲
村
英
樹
さ
ん
は
、生
産
者

目
線
で
の
直
播
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
や

作
業
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
話
し
、参
加

者
に
対
し
て
新
規
作
付
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
し
た
。

尚
、今
年
度
の
水
稲
直
播
作
付
予

定
者
は
6
名
で
、面
積
は
5
8
0
a

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
別
花
卉
生
産
組
合
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
部
会
は
4
月
2
日
、3
日
の

2
日
間
、産
地
P
R
と
し
て
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
の
販
売

を
札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間
に
て
行

い
ま
し
た
。

地
下
歩
道
で
の
P
R
販
売
は
、
今

年
で
4
年
目
を
迎
え
、今
年
も
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
約
30
品
種
、ラ
ナ

ン
キ
ュ
ラ
ス
は
4
種
類
を
販
売
し
、

2
日
間
合
計
で
約
8
，0
0
0
本
を
売

り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、店
頭
に
は「
当
別
の
花
」の
の

ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
を
張
り
、2
日
間
通

し
て
産
地
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

水
稲
直
播
研
究
部

�

講
習
会
開
催

札
幌
駅
前
地
下
歩
行
空
間

�｢

当
別
の
花｣

Ｐ
Ｒ
販
売
開
催
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生
産
販
売
部
長
兼
検
査
課
長

（
営
農
販
売
部
長
）

�

青
山
　
雅
之

営
農
振
興
部
長

（
営
農
販
売
部
次
長
兼
検
査
課
長
）

�
加
来
　
　
剛

企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
長
兼
企
画
管
理
係
長

（
企
画
管
理
部
企
画
管
理
課
長
兼
経
理
課
長
兼
企
画

管
理
係
長
）

�

平
間
　
智
明

企
画
管
理
部
経
理
課
長

（
金
融
共
済
部
経
営
相
談
課
長
）

�

石
田
　
義
信

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
長

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
長
兼
営
農
振
興
係
長
）

�

杉
浦
　
政
昭

生
産
販
売
部
米
麦
課
長

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
長
）

�

中
嶋
　
　
康

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
長

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
長
）

�

国
枝
　
寿
幸

生
産
販
売
部
花
卉
課
長

（
営
農
販
売
部
花
卉
課
長
）

�

菊
地
　
　
徹

金
融
共
済
部
経
営
相
談
課
長

（
金
融
共
済
部
経
営
相
談
課
経
営
相
談
係
長
）

�

佐
藤
　
寛
人

金
融
共
済
部
共
済
課
長
補
佐
兼
外
務
推
進
係
長

（
金
融
共
済
部
共
済
課
外
務
推
進
係
長
）

�

宮
崎
　
俊
也

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
長

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
長
　
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
イ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向
）

�

盛
重
　
栄
司

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
長

（
厚
田
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
長
）

�

川
本
　
直
樹

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
長

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
長
）

�

福
田
　
芳
成

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
長
　
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
　
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向
）

�

菅
　
　
大
輔

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
長

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係
長
）

�

長
谷
川
孝
弘

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係
長

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
長
）

�

百
石
　
一
敏

生
産
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係
長

（
営
農
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係
長
）

�

高
重
　
裕
次

金
融
共
済
部
経
営
相
談
課
経
営
相
談
係
長

（
西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
）

�

小
野
　
雅
知

金
融
共
済
部
貯
金
課
貯
金
係
長

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
）

�

館
田
千
寿
子

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係（
副
審
査
役
）

（
西
当
別
支
所
長
）

�
松
浦
　
正
則

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係（
調
査
役
）

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係（
調
査
役
））

�

髙
橋
　
　
強

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係

（
西
当
別
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係
）

�

門
田
　
千
秋

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
兼
厚
田
支
所

管
理
金
融
課
渉
外
係（
副
審
査
役
）

（
厚
田
支
所
管
理
金
融
課
渉
外
係
兼
浜
益
支
所
ふ
れ

あ
い
相
談
員（
副
審
査
役
））

�

東
海
林
　
豊

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係

（
購
買
部
生
産
資
材
課
生
産
資
材
係
）

�

小
川
　
大
輔

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
）

�

才
田
　
篤
志

営
農
振
興
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
　
当
別
新
産

業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
出
向

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
　
当
別
新

産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
出
向
）

�

上
杉
　
尭
央

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
）

�

高
島
　
直
記

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
）

�

堀
江
　
巧
朗

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係

（
購
買
部
生
産
資
材
課
燃
料
係
）

�

橋
本
　
祐
太

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
）

�

橋
本
　
順
子

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係（
調
査
役
）　
さ
っ
ぽ
ろ

ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向

（
営
農
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係（
調
査
役
）　
さ
っ
ぽ

ろ
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向
）

�

藤
村
　
幸
一

生
産
販
売
部
米
麦
課
米
麦
係
　
さ
っ
ぽ
ろ
ラ
イ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
出
向

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
）

�

藤
澤
　
　
桂

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係（
考
査
役
）

（
厚
田
支
所
購
買
課
長
）

�

田
川
　
　
悟

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
）

�

須
藤
　
雅
弘

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係

（
西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
）

�

且
見
　
　
裕

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
）

�

岩
崎
　
真
理

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係
）

�

石
川
　
一
秀

生
産
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
畜
産
係
）

�

雨
海
　
洋
論

生
産
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
）

�

植
村
　
貴
浩

生
産
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係

（
営
農
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係
）

�

佐
々
木
健
太

生
産
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係

（
営
農
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係
）

�

稲
田
　
拓
真

購
買
部
生
産
資
材
課
資
材
係

（
西
当
別
支
所
購
買
課
燃
料
係
）

�

杉
﨑
　
　
嵩

購
買
部
生
産
資
材
課
燃
料
係（
考
査
役
）

（
厚
田
支
所
厚
田
店
係（
考
査
役
））

�

石
坂
　
　
徹

購
買
部
生
産
資
材
課
燃
料
係（
調
査
役
）

（
購
買
部
生
産
資
材
課
外
商
係（
調
査
役
））

�

志
茂
山
　
茂

購
買
部
生
産
資
材
課
外
商
係（
審
査
役
）

（
購
買
部
ふ
れ
あ
い
相
談
員
兼
中
期
計
画
推
進
担
当

（
審
査
役
））

�

服
部
　
一
正

金
融
共
済
部
経
営
相
談
課
経
営
相
談
係

（
厚
田
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係
）

�

藤
原
　
裕
美

金
融
共
済
部
共
済
課
共
済
係

（
西
当
別
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係
）

�

湯
浅
真
理
子

金
融
共
済
部
共
済
課
外
務
推
進
係

（
金
融
共
済
部
共
済
課
共
済
係
）

�

岩
﨑
　
百
恵

職
員
人
事 

（
4
月
18
日
付
）

本
　
所
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西
当
別
支
所
長

（
浜
益
支
所
長
）

�

浜
尾
　
和
美

西
当
別
支
所
購
買
課
長
兼
生
産
資
材
係
長

（
西
当
別
支
所
購
買
課
長
）

�

髙
松
　
　
泰

西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
長

（
西
当
別
支
所
購
買
課
燃
料
係
長
）

�
中
村
　
和
司

西
当
別
支
所
購
買
課
燃
料
係
長

（
西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
）

�

青
木
　
勝
幸

西
当
別
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
）

�

武
田
　
佳
子

西
当
別
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

（
金
融
共
済
部
共
済
課
外
務
推
進
係
）

�

柏
尾
　
祐
二

西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
）

�

柴
田
　
　
涼

西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係

（
営
農
販
売
部
花
卉
課
花
卉
係
）

�

八
木
巻
智
也

西
当
別
支
所
購
買
課
資
材
係

（
購
買
部
生
産
資
材
課
燃
料
係
）

�

鈴
木
　
　
誠

西
当
別
支
所
購
買
課
生
産
資
材
係

（
営
農
販
売
部
農
畜
産
課
農
産
係
）

�

髙
橋
　
政
仁

厚
田
支
所
浜
益
事
業
所
長

（
浜
益
支
所
販
売
購
買
課
長
）

�

佐
々
木
和
男

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
長

（
厚
田
支
所
営
農
販
売
課
長
）

�

藤
田
　
竜
治

厚
田
支
所
浜
益
事
業
所
長
代
理

（
西
当
別
支
所
購
買
課
生
産
資
材
係
長
）

�

菅
原
　
広
行

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
長
補
佐

（
厚
田
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係
長
）

�

田
中
　
雅
人

厚
田
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係
長

（
厚
田
支
所
厚
田
店
長
）

�

佐
藤
　
大
幸

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
販
売
係
長

（
厚
田
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
長
）

�

川
口
　
　
毅

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
購
買
係
長

（
厚
田
支
所
購
買
課
生
産
資
材
係
長
）

�

宮
本
　
隆
幸

厚
田
支
所
厚
田
店
長

（
西
当
別
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
長
）

�

豊
川
美
樹
夫

厚
田
支
所
浜
益
事
業
所
販
売
購
買
係
長

（
浜
益
支
所
販
売
購
買
課
販
売
購
買
係
長
）

�

武
部
　
直
幸

厚
田
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

（
営
農
販
売
部
営
農
振
興
課
営
農
振
興
係
）

�

平
山
　
容
子

厚
田
支
所
管
理
金
融
課
管
理
金
融
係

（
金
融
共
済
部
貯
金
課
貯
金
係
）

�

小
野
め
ぐ
み

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
販
売
係

（
厚
田
支
所
購
買
課
購
買
係
）

�

市
田
　
雅
喜

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
販
売
係

（
厚
田
支
所
営
農
販
売
課
営
農
販
売
係
）

�

小
林
　
敦
史

厚
田
支
所
販
売
購
買
課
購
買
係

（
浜
益
支
所
販
売
購
買
課
販
売
購
買
係
）

�

竹
田
美
智
子

西
当
別
支
所

厚
田
支
所

青年部からのお知らせ

農業用廃プラスチックの回収を下記日程にて行います。
回収する種類や詳細につきましては、
JA だより 6 月号の送付時に同封してご連絡致します。
お問い合わせは本所・各支所・事業所青年部窓口まで。

回収日及び回収場所

本　　　所 6 月 24 日（火） 13:00 〜 16:00 上当別　麦ばら施設前

西当別支所 6 月 24 日（火） 9:00 〜 12:00 上当別　麦ばら施設前

厚 田 支 所 6 月 24 日（火） 9:00 〜 12:00 厚田支所

浜益事業所 6 月 24 日（火） 9:00 〜 12:00 浜益事業所
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本所事務所電話番号の一部変更のお知らせ
　職員人事異動に伴い、本所事務所のダイヤルイン（直通電話）を下記の通り変更していますのでご確認
ください。

部　署 旧電話番号 新電話番号

営農振興部
0133-23-2531

0133-23-2533
営農振興課 0133-23-2534
生産販売部

0133-23-2532 0133-23-2531
米麦課

生産販売部 0133-23-2533
0133-23-2532

農畜産課 0133-23-2534

TPP（環太平洋連携協定）は、食品の安全や安定供給、日本の医療や、仕事など、私たちの食・暮らし・
いのちに関わるとても大切な問題です。

4月22日、札幌大通公園では、「STOP ！ TPP札幌デモ」が開催されましたのでご紹介します。

オバマ米国大統領訪日に合わせ、道農協労連なども加入する「食料と農業を守る全北海道連絡会」はそ
の他の団体とともに、TPP交渉からの即時撤退を求めるデモ行進を行いました。

JA北いしかりからも、職員組合から後平執行委員長をはじめ3名が参加しました。参加者は「TPP即
時撤退！」などと書かれた横断幕やのぼりを掲げて、大通西3丁目からすすきのまでの札幌駅前通りを行
進をしました。

デモ行進を通じて、「TPP交渉から即時撤退こそが国益を守る道」という、参加者の思いをアピールし
ていました。

「STOP ！ TPP札幌デモ」

JA 北いしかり職員もうちわを持ってアピールデモ行進　先頭の様子

もっと考えよう！！TPPのこと

6



7

■JA北いしかりの情報、イベ
ント等を知り、広報誌が届くの
を楽しみにしています。

（当別町 佐藤 清子さん）
････････････････････････････
■私用で1 ヶ月程、関東方面
で過ごしましたが、 3月なのに
チューリップ・パンジーが庭先
で咲き、やはり雪国との差を感
じて来ました。向こうは生花、
さつま芋、葉物野菜が安価で
した。やはり地場産だから輸送
費の分、コストが違う事に気が
付きました。

（ペンネーム 桜えびさん）
････････････････････････････
■春はやっぱり風の強い日が続
き、心配していましたが、どう
にかビニール4棟かけました。
まだ2棟残っているので、風が
少し静まって欲しいと願ってい
ます。長芋掘りも終わり、少し
ずつ仕事が進んでいますが、こ
れからが本番、がんばるぞ～。

（石狩市 永澤 節子さん）
････････････････････････････
■畑の水はけが悪く、中々耕す
ことが出来ません。カラッとし
た天気にならないかな！！今年
は、変わったカボチャを育てて
みようと思う。お店では、中々
見かけない、良い種が手に入っ
たので！！楽しみだなっ！！

（ペンネーム ベジータさん）
････････････････････････････
■今年は、自分で手作り野菜を
作ることにしたので、先日種ま
きをしました。すると、 1週間
後に見事に芽が出て、日に日に
1㎝だったのが3㎝へと伸びて
きました。すごく可愛い。食べ
るのが、もったいない…。

（ペンネーム ミニミニトマトさん）
････････････････････････････
■やっと雪がとけ、なつかしい
土が見えて、暖かな春が来まし
た。頭の中に色んな事が浮かん

できて、又頑張ろうという気持
になってきているこの頃です。

（当別町 藤山 瑛子さん）
････････････････････････････
■毎回楽しみに見ています。初
めての挑戦です。
（ペンネーム こいのぼりさん）
････････････････････････････
■4月に入り目覚めとともに窓
を開けると風景が、毎日雪が
とけて緑が多くなるのが楽し
みです。

（ペンネーム リクのママ）
････････････････････････････
■4月から下の子が保育所に入
りました。迎えに行くと喜ぶ姿
がかわいらしいです。お友達沢
山できるといいな。

（ペンネーム ポコポコさん）
････････････････････････････
■4月に入り日の光も強くなり
春らしいそんな中、急に気温
が下がり肌寒い日も度々ありま
す。カゼを引く人も増え、雪も
この頃思うようにとけないの
で、家の前の北側は5月くらい
まで今春の自家用の野菜は多く
作れないかも。出来るだけ頑張
るだけ。

（石狩市 岸本 光子さん）
････････････････････････････
■じわじわと雪が融け始めたこ
の頃、畑を見ると麦が見えない
部分があり絶望的な春を迎えた
我が家でありますが、太陽の力
と人間の管理で、乗り切るしか
ないのかもしれない。

（ペンネーム 悩めるほっちゃれさん）
････････････････････････････
■雪どけとともに芽を出す草花
達。早咲きのチューリップはも
うかわいい花が開いている。朝
通りすがりに声をかける。誰か
が聞いていたら笑ってしまうと
思う。楽しい季節の始まりです。

（石狩市 山本 美代子さん）
････････････････････････････

■今年4月3才の孫が幼稚園に
入った。男の子だし体力もある
きかんぼうだが、朝の迎えのバ
スで2日間大泣きして出かけた
とのこと。ところが3日目から
園に友達も出来て（先生からの
情報）泣かずに出かけていった
とのこと。新しい生活に慣れる
のは早い。頼もしいかぎりだ。

（石狩市 山本 盛吉さん）
････････････････････････････
■一冬闘った雪も消え我家の庭
にも春が来た～♪しかし、いち
早く目覚めた雑草達や夏の暑さ
との戦闘開始準備中です。お天
気さま、どうぞ農家を泣かす天
候にはしないでね！
（ペンネーム ハルウララさん）
････････････････････････････
■4月16日、ホームセンターよ
り、アイガモのヒナを2羽買っ
てきた。大きくなるのがとても
早く感じる。エサは日に5 〜 6
回、水あびさせたり、飲み水を
取りかえたり、下に敷いた新聞
紙を取りかえたりと毎日世話が
大変。早く外の池に放せるよう
に成るといいのにと思う。

（当別町 阿部 準子さん）
････････････････････････････
■日増しに暖かくなり寒さと
雪に耐えた体もお庭のお花か
ら元気をもらい、だいぶ体調
も良くなっているような気が
します。これからは色々な仲
間達に助けられ楽しく頑張り
たいと思います。

（当別町 倉田 麗子さん）

ここに寄せられたお便りの住所・
氏 名・ 年 齢 な ど の 個 人 情 報 は、
この広報誌以外で使用すること
はありません。



“平成 26年度特に注意を要する病害虫”

　 北海道病害虫防除所、道総研農業試験場で実施した病害虫発生予察事業並びに試験研究の結果から平
成26年度に特に注意すべき病害虫について発表があったので記載します。
   昨年は、春先の低温、その後の高温、秋の大雨で経過、秋まき小麦で前年秋の高温と5月までの低温に
より、縞萎縮病が多発、水稲の葉いもち病は7月6半旬に好適条件を迎えたが発生は全道的に殆んど見ら
れなかった。穂いもち病も同様に少なかった。
　秋まき小麦の赤さび病は、抵抗性をもつ品種「きたほなみ」の作付けにもかかわらず、6月以降に好適
な条件となり発生量は平年より多かった。赤かび病は開花期前後から小雨で推移したことから発生は少
なかった。虫害では春の低温により春まき小麦のは種遅れでムギキモハモグリバエが上川で多発した。

※多発した病害虫

・水　稲　ばか苗病・紋枯病､ イネミギワバエ
・秋まき小麦　赤さび病※
・春まき小麦　ムギキモグリバエ
・大　豆　マメシンクイガ※

・小　豆　食葉性鱗翅目
・馬鈴しょ　黒あし病
・甜　菜　ヨトウガ
・にんじん　黒葉枯病

・だいこん　軟腐病
・白　菜　軟腐病

◎ 平成 25 年度、全道で平年に比べ多発、やや多発した病害虫

1.秋まき小麦

①秋まき小麦赤さび病
　昨年は 5 月下旬から 6 月上旬にかけて高温少雨気象とな
り、本病の発生に適した気象条件で経過、さらに、抵抗性が「や
や強」の品種「きたほなみ」でも全道的に発病が認められた。

「きたほなみ」の抵抗性が打破されたと一概には言えないも
のの、農試予察定点ほ場では秋季調査（平成 25 年 10 月 6
半旬）において、過去の秋季調査と比較しても多目の発病を
認めている。
　このため、「きたほなみ」においても 発病の好適条件が続
いた場合赤さび病に対する抵抗性に関係なく、開花始の薬剤
散布を基幹防除とし、止葉が抽出するまでに下葉に病斑が目
立つ場合には、「止葉抽出期」から「穂ばらみ期」にも薬剤
散布に努める。

②秋まき小麦なまぐさ黒穂病
　戦後道内では殆んど発生を見ないが、平成 25 年は道内複
数の地域で発生が確認されていて今後の発生動向に注意が必
要である。
　本病の罹病株は健全株に比較し稈長がやや短くなる傾向に
ある。病穂はやや暗緑色を帯び、病穂は生臭い悪臭を放つの
で、発生すると減収のみならず品質低下を招く、穂の中の厚
膜胞子から発生拡大、ほ場をよく観察するとともに、播種に
あたっては健全な種子を使用する。発生を確認したほ場では
連作をしない。

◎平成 26 年度に特に注意を要する病害虫

秋まき小麦生臭黒穂病の発病穂

秋まき小麦上葉・穂への発病状況
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○水稲のイネドロオイムシ（薬剤抵抗性個体群の出現）

　平成 20 年以降、道内主要水稲栽培地帯において、育苗箱施用剤を処
理したにもかかわらずイネドロオイムシによる被害が多発する事例が認
められ、この中には、従来高い防除効果を示していたイミダクロプリド

（アドマイヤー）剤に対して、上川、空知地方の多くの地点で、抵抗性
個体群の発生が確認されました。

○ブロッコリーのヒメダイコンバエ（新寄生）

　平成 25 年 7 月から 10 月にかけて、中標津町のブロッコリーでハ
エの幼虫による根部の食害が確認された。被害株は地上部の生育が劣
ると共に葉が萎れ、多発ほ場では著しく製品率低下、加害種は羽化成
虫の形態からヒメダイコンバエと同定、多発に転じた原因は不明。

○かぼちゃの果実斑点細菌病（新発生）

　平成 9 年以降、道内の西洋かぼちゃで果実に突起症状が発生し問題
となっていた。葉では水浸状の小斑点となり降雨が続くと葉脈に囲ま
れた病斑となる。果実では , はじめ幼果に水浸状でやや陥没した病斑
を形成し、周囲が隆起する。かぼちゃの果実に突起ができる症状の原
因は細菌による病害発生。

2.春まき小麦ムギキモグリバエ

　 ムギキモグリバエは幼虫が麦類の茎内部へ侵入し、食害する。
そのため、生育初期に加害された場合には、幼虫の侵入部位か
ら上部の茎葉が枯死して無効分けつが増加する。出穂前の加害
は出穂不能となったり、出穂しても白穂（写真）となる症状が
現れる。
　平成 24 年の秋の高温により、平成 25 年 5 月下旬に多発、
対策として播種時期を早める。5 月下旬の春まき小麦の生育 6
葉期の防除に努める。

3.各種作物のヨトウガ

　平成 25 年、甜菜でのヨトウガの発生量はやや多かったが、
多発が甜菜のみならず、通常は被害となりにくい作物でも目
立った。上川地方のそばほ場では、幼虫が 8 月下旬に多発、さ
らに周辺のほ場へ移動し、南瓜の果皮、スイートコーンの雌穂
を食害、その他の地域においてにんじん、スイートコーン、デ
ントコーンでも同様の被害が認められた。
　このように、ヨトウガは主要な加害作物でなくとも、幼虫が
多発し、大きな被害を受けることがあるため、通常ヨトウガを
対象とした防除を実施しない畑作物、野菜類においても、定期的にほ場観察を行い、発生を早期に把
握する。幼虫に対する殺虫剤の防除効果は若齢幼虫で高く、成育するに従って低下するので、防除適
期を逸しないよう注意する。

◎平成 25 年度に新たに確認された病害

ヒメダイコンバエの幼虫

　　かぼちゃの果実腐敗細菌病

イネドロオイムシ抵抗性個体群

ムギキモグリバエの加害により白穂

ヨトウガによるスイートコーンの被害

9
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①	パズルのこたえ

②	〒・住所

③	氏　　名

④	年　　齢

⑤	�意見や要望、身近
にあった出来事な
どの情報をお寄せ
下さい。紹介させ
ていただきます。

郵便はがき

〒061-0295
52

石
狩
郡
当
別
町

　
　
　
　
錦
町
53
番
地
57

J
A
北
い
し
か
り

　
　
　
　
企
画
管
理
課 

行

【応募方法】
● 氏名や住所を伏せたい場合は、その旨ご記入願います。
● ファックス・Eメールによる応募も受付いたします。

　 FAX ： （0133）22-2615
　 Eメールアドレス ： kanri03@ja-kitaishikari.or.jp

【締切日】
平成26年5月26日（月）到着分まで

【賞　品】
正解者の中から抽選で5名の方へJA全国共通商品券（1,000円）をさしあげます。

ク ス ーロ ワ ド パズル 二重マスの文字を
A 〜 E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか？

　今回18名の応募の中から、抽選の結果次の5名の方々が
当選しました。おめでとうございます。

当別町／佐藤 清子さん　　旭川市／鳴海 孝一さん
当別町／藤山 瑛子さん　　ペンネーム／リクのママさん
当別町／阿部 準子さん

タテのカギ
	 2… ……1993 年にチェコと分離した国
	 6… ……その日にあったことなどを書き留めます
	 8… ……プレゼントに掛けて結びます
	 9… ……彼の実力は未知ーだ
	10………和・ー・中とそろったバイキング料理
	11………アジサイに似合いそうな生き物
	15………アーチェリーの選手が狙いを定めるもの
	16………食べ物が入ったり言葉が出たり
	18………日差しから頭を守るためにかぶります
	20………アンダーーの右腕投手
 21………家族だけ、内輪だけで他人はいません

ヨコのカギ

1 9 14 18 21

2 7 11 15 19

2 12 15

8 10 18

3 8 20

13 16

5 14 17

B

A

D

E

6

C

4

	 1… ……ウィンブルドンで行われる大会がよく知られるスポーツ
	 2… ……油断もーもない
	 3… ……胃の X 線検査のためにーを飲んだ
	 4… ……地球ーで環境問題を考える
	 5… ……アプリコットともいう果実
	 7… ……次の駅には止まらずーします
	10………帆に風を受けて進みます
	12………仏作ってー入れず
	13………海路、空路ではなく地上を行きます
	14………開くと花が咲きます
	17………牛乳を発酵させて作ります
 19………鳴門海峡には巨大なものが発生します
 20………ちりんちりんと鳴ります

4月号の答え・当選者

この予定表は日程など都合により変更になる場合があります。カッコ内は問い合わせ先です。

JAの予定表

5 月
上旬 ■農産物直売所「はなポッケ」オープン（10 日）（農畜産課）

中旬 ■園芸市（14 日・15 日・16 日）（生産資材課）

6 月 下旬 ■当別給油所セルフサービス開始（生産資材課　燃料係）

A
コ

B
イ

C
ノ

D
ボ

E
リ
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北海道地方の気温　・降水量北海道地方の気温　・降水量
３か月予報３か月予報

向こう３か月の予想

月別の予想

気温 降水量

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

（晴れ日数：日照率が40%以上の日数 降水日数：日降水量が1mm 以上の日数）

月

平年の日数
札幌(日本海側)
網走(オホーツク海側)
釧路(太平洋側)

晴れ 降水

日本海側

太平洋側

オホーツク海側

204040
少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

5

6

7

気温

5〜7月

平成26年4月25日　札幌管区気象台

気温

気温

16.7
16.1
15.9

15.1
13.6
10.2

13.0
13.2
8.1

8.5
9.4
8.7

6.5
8.7
8.1

8.0
9.9
10.2

平年と同様に低気圧と高気圧が交互に通り、
天気は数日の周期で変わるでしょう。

平年と同様に低気圧と高気圧が交互に通り、
天気は数日の周期で変わるでしょう。

平年と同様に低気圧と高気圧が交互に通り、
日本海側とオホーツク海側では天気は数日
の周期で変わるでしょう。太平洋側では湿っ
た気流の影響を受ける時期もあるため、平
年と同様に曇りの日が多い見込みです。

低 並 高

低 並 高
204040

低 並 高
204040

304030

日本海側

太平洋側

オホーツク海側降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

日本海側

太平洋側

オホーツク海側降水量

少 並 多

30 30 40

少 並 多

30 30 40

少 並 多

30 30 40

日本海側

太平洋側

オホーツク海側降水量

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

少 並 多

30 40 30

低 並 高

〈
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生産販売部

0133-23-2532
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期間 木造 耐火造 
１０年 ６９，６８０円 ５９，８４５円 
２０年 ４５，３７０円 ３５，４７０円 
３０年 ３７，５７５円 ２７，６５５円 

期間 木造 耐火造 
１０年 ６６，３８０円 ５７，９７５円 
２０年 ４２，０１５円 ３３，５８５円 
３０年 ３４，２００円 ２５，７６５円 

風・雪・ひょうによる被害について、 

５万円の損害からお支払い対象に  

パワーアップ！今年の強風被害です！ 

このようなシャッターのめくれ等などか

ら支払い対象に！ 
≪納屋・格納庫・農作業所（もみ乾燥場を除く）≫ 
満期金額５０万円 保障金額５００万円 年払掛金 

（例） 
鉄骨造 ７３坪 坪単価１１万円（基礎含） 
再取得価額：８０６万円 損害額：１３４，７１５円 
シャッター修繕工事      １３４，７１５円 

【仮に建更“むてき”800 万円に加入していた場合】 

自然災害共済金額： １３３，７１２円 

臨時費用共済金額：  ４０，１１４円 

173,826 円のお支払い 
お気軽にご相談ください。 

※継続後のご契約に適用される約款･掛金率は、継続時における約款･掛金率となります。 
※上記は口座振替扱い契約の掛金です。 
※ご契約の際には「ご契約のしおり･約款」及び「重要事項説明書」を必ずご覧下さい。 
※表記の例に使用した掛金率は平成 27 年 3 月 31 日まで有効です。【14010011033】 

≪もみ乾燥場≫ 
満期金額５０万円 保障金額５００万円 年払掛金 

※住宅敷地内に所在する場合の掛金となります。 
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期間 木造 耐火造 
１０年 ６９，６８０円 ５９，８４５円 
２０年 ４５，３７０円 ３５，４７０円 
３０年 ３７，５７５円 ２７，６５５円 

期間 木造 耐火造 
１０年 ６６，３８０円 ５７，９７５円 
２０年 ４２，０１５円 ３３，５８５円 
３０年 ３４，２００円 ２５，７６５円 

風・雪・ひょうによる被害について、 

５万円の損害からお支払い対象に  

パワーアップ！今年の強風被害です！ 

このようなシャッターのめくれ等などか

ら支払い対象に！ 
≪納屋・格納庫・農作業所（もみ乾燥場を除く）≫ 
満期金額５０万円 保障金額５００万円 年払掛金 

（例） 
鉄骨造 ７３坪 坪単価１１万円（基礎含） 
再取得価額：８０６万円 損害額：１３４，７１５円 
シャッター修繕工事      １３４，７１５円 

【仮に建更“むてき”800 万円に加入していた場合】 

自然災害共済金額： １３３，７１２円 

臨時費用共済金額：  ４０，１１４円 

173,826 円のお支払い 
お気軽にご相談ください。 

※継続後のご契約に適用される約款･掛金率は、継続時における約款･掛金率となります。 
※上記は口座振替扱い契約の掛金です。 
※ご契約の際には「ご契約のしおり･約款」及び「重要事項説明書」を必ずご覧下さい。 
※表記の例に使用した掛金率は平成 27 年 3 月 31 日まで有効です。【14010011033】 

≪もみ乾燥場≫ 
満期金額５０万円 保障金額５００万円 年払掛金 

※住宅敷地内に所在する場合の掛金となります。 
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